
「信仰とは」                2019 年 01 月 16 日 

ヘブライ人への手紙 11 章 1 節～3 節 信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見えない 

事実を確認することです。昔の人たちは、この信仰のゆえに神に認められました。 

信仰によって、わたしたちは、この世界が神の言葉によって創造され、従って見えるも 

のは、目に見えているものからできたのではないことが分かるのです。 

 

「著者」は、11 章から、信仰とは何か、そして、その信仰に生きた、昔の人たち、旧約 

聖書の偉人たちの生涯を列挙し、彼らに囲まれているから、読者たちに定められた競争を、

十字架の死を耐え忍び、神の玉座の右に座れた信仰の創始者、完成者である主イエスを見

つめながら、忍耐強く走り抜こうと勧め、具体的なキリスト者の生き方を諭している。 

 まず、「著者」は信仰を、「望んでいる事柄を確信」すること、「見えない事実を確認」

することであると、二つの言葉で定義している。「望んでいる事柄」、「見えない事実」

とは、現在、望みが適えられず、神の恵みが見えていないということである。「著者」は、

現在は適えられず、見えてないけれども、既に適えられたと「確信」し、既に見えている

と「確認」することが信仰であると言う。これは、「希望」において、望みが適えられ、

神の恵みを見ていると信じて、今を生きることが信仰であると言っている訳である。そこ

には、忍耐が求められよう。望みが適えられ、神の恵みが見えていれば、信仰する必要は

ない。旧約聖書の信仰の偉人たちは、神の存在と神の恵みを信じ、忍耐と希望をもって生

きた信仰のゆえに神に認められた。 

パウロは、ローマ書 8 章で、全ての被造物は虚無に服し、呻き、苦しんでいることを知

り、霊の初穂をいただいている私たち、人間も神の子とされ、体が贖われることを心の中

で呻きながら待ち望んでいると、深刻な苦悩を語っている。続いて、「わたしたちは、こ

のような希望によって救われているのです。見えるものに対する希望は希望ではありませ

ん。現に見ているものをだれがなお望むでしょうか。わたしたちは、目に見えないものを

望んでいるなら、忍耐して待ち望むのです」と書いている。罪が贖われ、神の子とされる

希望が、主イエスにおいて、成就していることを確信し、確認することが、私たちの救い

ではないか。 

「著者」は、「信仰によって、わたしたちは、この世界が神の言葉によって創造され、 

従って見えるものは、目に見えているものからできたのではないことが分かるのです」と

続けている。「信仰によって」という言葉を繰り返しながら、信仰の何であるかを解き明

かしていく。信仰によって、この世界が神の言葉によって創造されたことが分かる。これ

は、創世記の冒頭の記述を踏まえている。「神は言われた。『光あれ』」こうして、光が

あった。神は光を見て、良しとされた（創世記 1：3）。」神は言葉を発し、その言葉によ

って全てのものを創造された。そして、創造されたものをご覧になって、それは極めて良

かったと肯定された。この「信仰によって」受けとめた創造物語を通して、「著者」は、

「従って見えるものは、目に見えているものからできたのではないことが分かるのです」

と言う。私たちは見えるものを見て、事柄を判断するが、「信仰によって」分かることは、

神の言葉による創造を見ることである。しかも、その創造は神による「極めて良かった」

という肯定の上に成り立っている。「著者」は、希望において、救いを確信、確認するこ

とが信仰であると捉え、世界は神の言葉で創造され、肯定されている確かさを語っている。 


